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得 られる｡これ より二女の結論が得られる｡

O-Aminophenolalkyletherの結核菌に対する抗菌力は､Alkyl基が飽和直鎖で茨素数偶数の場合に

は､Alkyl基の茨素数 との問に一定の関係があり､12迄は茨素数 と共に増大し､12で貴大値約100,000

γ200,000倍の値をとり､12を越えれば再び減少する.

但し､この曲線が滑 らかな連続曲線になるか香か､ 叉果して12が最大値であるか否かに就ては奇数

茨素数の ものを検討する必要があるo 更に叉この結果がそのま 1他の系統の化合物に通臆 し得 るか香

かに就ても疑問がある○

･ 結 核 の 化 学 療 法 の 研 究 ,

第2報 O-AminopllenO1-n-dodeoyleherの毒性並びに動物体内分布

I

野津龍三郎 ･渡辺 県 ･岡信三郎 ･桑田 蕃 (京大理学部有磯化学教窒)

長石 鹿‥三 ･寺橡 孝 ･有馬弘毅 ･高亀正治 ･舞鶴 - (京 大 結 研 第 4部)

第1報に於で O-Aminophenol-n-dodecyletherが S.C.C.で 略 Streptomycinと同等の抗菌力を
示したので毒性実験並びに二十日鼠転封する Screeningtestを行った所､毒性は非常に小であったが

筋肉円に3日毎に 0.05g注射した結果では対照と余 り大差を認めなかった｡ そこでその原因を追求す

べ くこの薬剤の体内分布を検索 して見たo その方法の大要は動物に薬剤を皮下注射し､一定時間後､

各臓器を別出して一定量の AIcoholで浸出し､NaN02で Diazo化した後 β-NaphtholのAlkali溶

液を加え､該Amineが存在する場合に宋赤色に呈色乃至沈澱する反藤を観るのであるo

実験結果は次の如 くである｡

1.毒性実験

使用動物 :家兎､モルモ ツ下､二十日鼠

投輿方法 ン腹腔内注射

結果 :1)家兎はperKilo.4gにて死亡せず｡ 2)モルモ ットは PerKilo3gにて年数死亡｡Per

Kilo1.5gでは全部生存｡3)二十鼠は PerKilo25gで全部死亡｡PerKilo5gで全部生存｡

2.体内分布 l
第 2表 : ひ3'HI二脚 のモルモッ ト体内分布

量 時 間 血 液 肝 臓 肺 臓 ,解 脱 腎 臓 脳 注 射 部

1g 4 - - - - - - +13 - - - - - - +

27 - - - - - - +

※13 1 - + + + + - +
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第3表 : ぴ ごL"'tl九'の廿日鼠体内分布

豊 時 .檎 肝 臓 肺 胞 .牌 臓 腎. 臓 脳 . 注 射 部

0.1g- -4 : - - - - - 十 ､13 - - - - - +

※27 + + 十 + - +

0.5g 4 - - - - - 1-

註)※鹿際内注射O腹膝内E/7'Lは多量の薬剤が存在し冷却すると固牝するo

Diazo化法による時はAmino基がAcetyl基等七保辞されて居れば検出されないので､凡てに就い

てAlkaliで加水分解して行って見たが結果は変 らなかった｡更に叉生体中でNH2一基がOH基で置換

されて居る垂も疑ほれるのでFeCl与によるPhenol類の槍田を､も行ったが､検出されなかった｡

(el:(:tNL- )に就いてBlancte声tを行った結果は明らかに槍出されたO

3.結 論

以上の結果から薬剤は筋肉円注射によっては如何なる形に於ても動物俸円に循環せず､ 注射部位に

そのまiの形で止まっている事は明かである. これが試験管円では有効でありながら動物実験で無効

である原因であるo 体内に循環せしめる馬には腹腔円に匝入しなければならないが､この夢合にも脳

には殆んど;発見されてV･,ない｡

以上の結果朋 旨溶性薬剤を試験管内実敵から動物実験に移す場合には､ その間に俸円に循浸するか

否かを披討する必要がある事を示唆するものであるo
＼

結 核 の 化 学 療 法 の 研 究

(第3報)Brenzcatechinmonoalkyletherの合成並びに結核菌に対する扶菌作用I
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舞1報に於て O-Aminolhenol-alkyletherの Alkyl基の長さと､ その結核菌に対する抗菌作用と

の間に一定の関係がある事を知ったので､ これが他の系統の化合物にも適用され得べき一般的法則ゼ

あるか否かを知る馬に､各種の Brenzcatechin一monoalkyl.etberを合成しその抗菌力を検定した｡
母体として Brenzcatechinを挟んだ理由は

I)構造的に､Brenzcatechinが O-Aminophenolによく似ている事､射ち oIAminophenol-alkyl
etherの NH2を OH で遣換した形である事O

Ⅱ)Brenzcatecbinと oIAminophenolとは酸化遺元機構が同じである事o

LA=～


